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癒
H
㌔
漿
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
一
昌
　
十
　
山
ハ
　
號

ま
る
と
　
共
に
印
度
の
獲
掘
が
ど
し
く
蓬
止
し
て
碑
銘
や
灘
丈
の
調
査
が
雨

め
如
く
」
報
告
さ
れ
る
、
佛
…
教
玉
本
の
翻
羅
研
究
批
瀞
憾
踵
を
接
し
て
田
版
さ

れ
る
、
近
く
は
干
闇
閃
の
．
嚢
掘
が
縄
か
に
絡
る
と
、
直
ぐ
費
岡
日
目
の
綿
…
り
出
し
物

が
世
人
を
驚
か
す
と
い
ふ
風
に
、
重
要
な
事
件
は
慕
去
朝
來
蓮
績
し
て
起

り
、
殆
ど
癒
接
に
露
な
き
の
糎
が
あ
る
、
漁
者
は
か
く
の
如
く
複
難
せ
る
殴

」
r
米
に
於
け
る
佛
教
研
究
の
歴
史
と
現
歌
と
を
撮
み
て
、
何
露
ま
で
佛
教
に
封

ず
る
調
査
が
隊
米
に
於
て
遡
ん
で
居
る
か
を
大
槻
ル
、
　
そ
の
藝
衝
や
腿
史
や

地
理
や
教
理
や
聖
典
に
關
し
て
ど
の
位
頭
要
に
し
て
貴
重
な
資
料
の
蒐
集
が

出
來
、
・
整
理
が
繊
來
た
か
を
事
・
實
に
慕
い
て
概
督
し
、
荷
且
つ
そ
れ
等
批
評

」
研
究
の
結
果
殴
米
患
二
上
に
與
へ
た
影
饗
や
賢
釜
石
柳
の
勢
力
と
な
っ
た
實

r
歌
ま
で
も
之
を
叙
遽
し
、
而
し
て
佛
垂
直
研
究
に
携
は
っ
た
代
表
的
學
岩
の

學
歴
や
性
絡
を
巧
み
に
そ
の
間
に
難
へ
談
者
に
そ
れ
等
學
者
の
悪
駿
懸
隔
藁

苧
攣
熱
烈
ρ
研
究
的
態
度
を
彷
彿
せ
し
め
上
篇
毘
の
再
遊
三
態
奮
越
躍
趣
を
促

し
て
屠
ら
る
』
、
著
者
赤
心
の
艶
話
は
全
篇
に
充
ち
、
血
涙
逆
リ
出
つ
る
の

」
概
が
あ
る
、
「
愚
説
に
於
け
る
思
想
家
丈
熱
一
家
と
し
て
、
世
界
的
の
貢
献
を
な

さ
ん
と
す
る
に
は
佛
教
に
關
す
る
研
究
や
創
作
の
褒
表
が
適
切
で
、
且
つ
有

利
な
捷
穫
で
あ
ら
う
、
唯
識
論
で
も
起
世
論
で
も
充
分
に
眠
囎
し
髄
得
し
て

之
を
近
世
的
に
叙
蓮
す
る
こ
と
の
出
來
る
腕
の
あ
る
學
者
」
の
田
現
を
望
む

・
も
の
は
密
K
薯
者
の
み
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
半
獣
を
畢
げ
て
吾
國
一

般
軸
隅
盤
界
に
⊥
不
書
の
｝
讃
を
鋤
め
、
佛
教
の
世
界
的
研
究
の
無
蓮
を
お
互
に

呼
味
っ
て
見
優
い
と
患
ふ
。

・
目
次
大
要
、
（
一
）
パ
書
り
聖
一
典
の
研
究
、
（
二
V
梵
甑
㎜
佛
教
聖
典
の
研
究
、
（
三
）

㌦
画
工
佛
数
の
研
究
、
（
四
）
西
嚇
餓
佛
敬
の
研
究
、
（
五
）
印
度
學
研
究
上
の
佛
教

（
六
）
西
域
嚢
掘
の
佛
教
、
（
七
）
敵
米
忙
於
け
る
時
数
の
感
化
。
東
京
丙
午
碍

一
〇
〇

叢
論
濫
行
四
、
菊
幅
旗
属
一
六
〇
百
事
、
定
価
帆
標
置
五
十
鰻
。
（
本
田
義
湘
央
）
9

大
乗
起
愚
論
精
義

、
隅
　
部
慈
　
明
著

　
　
　
　
　
　
　
（
寡
雨
羅
劃
照
大
桑
魍
信
論
）

「
曲
乗
起
信
…
論
は
佛
工
専
心
理
の
翼
髄
を
最
も
簡
潔
に
最
も
論
…
理
的
に
記
職
運

し
た
る
唯
一
の
書
で
あ
る
、
貴
は
讐
佛
教
概
論
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
」
随

っ
て
古
來
本
論
の
講
，
義
は
塩
山
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
「
し
か
し
現
在
こ
れ
を

墨
ば
ん
と
す
る
人
に
と
り
て
逝
當
な
書
と
書
へ
ば
甚
だ
潔
い
」
、
署
者
は
そ
の

・
歓
を
補
ひ
、
且
つ
ま
た
黙
諾
が
署
者
の
見
る
所
を
も
書
い
て
見
度
い
と
思
は

る
、
研
か
ら
薦
張
は
生
れ
た
の
で
あ
る
。

　
序
講
に
於
て
著
者
は
本
論
現
禺
に
囎
し
て
教
會
史
的
の
意
義
を
暑
遽
し
、

そ
の
南
桑
、
課
傳
、
’
所
依
の
経
典
等
に
競
て
叙
塾
せ
ら
れ
て
居
る
が
汽
併
し

そ
れ
は
門
古
聖
の
貌
に
よ
り
て
』
趙
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
鼓
に
之
を
取

り
立
て
』
紹
介
す
る
の
必
要
馬
な
か
ら
う
、
　
馬
鳴
と
龍
鮒
と
起
信
論
ε
の
關

係
に
麓
て
も
「
充
分
研
究
の
後
で
な
け
れ
ば
磁
石
す
る
悪
に
は
行
か
ぬ
」
乏
鐘

べ
ら
れ
て
居
6
の
で
あ
る
、
併
し
著
者
が
從
來
の
説
に
髄
ひ
本
論
の
作
者
を

以
て
馬
鳴
と
し
て
居
ら
る
」
態
度
は
疑
ふ
纂
が
画
策
な
い
、
「
論
に
は
」
と
で

も
誉
ふ
べ
き
所
に
「
馬
面
ほ
」
と
し
て
唐
ら
る
エ
の
は
み
、
の
一
例
謹
で
㍗
あ
る
。

序
講
第
六
章
「
起
僑
論
一
部
の
大
意
」
は
著
講
薗
ら
の
研
究
に
依
り
簡
明
に
嬰

領
を
得
た
一
驚
で
あ
っ
て
著
春
苦
心
の
痕
が
見
え
る
の
唾
あ
る
謁

　
本
論
に
入
り
て
は
順
次
論
文
の
｝
々
を
霜
げ
分
科
分
項
或
は
本
．
末
の
醜
係

を
以
て
し
或
は
問
答
の
膿
を
以
て
し
詳
細
に
し
て
通
俗
堺
易
な
る
講
義
が
試

み
ら
れ
て
居
る
、
蔵
し
て
来
だ
佛
数
の
鄭
門
語
に
熟
建
し
て
み
な
い
春
の
た

め
ん
「
句
輝
を
附
し
難
嫌
な
る
佛
敏
徳
山
鼠
翻
の
遭
難
に
供
せ
ら
れ
で
居
る
、



．

　
　
魏
僻
嚢
の
内
点
谷
は
「
義
艶
」
に
從
は
れ
た
所
瓢
か
多
く
、
　
そ
れ
を
比
較
的
現
代
の
雛

　
　
を
以
て
譲
遮
せ
ら
れ
た
槻
が
あ
る
、
到
る
所
「
若
し
信
の
下
の
解
繹
を
深
く

　
　
味
は
ず
に
、
前
の
敏
理
だ
け
を
以
て
直
ち
に
信
の
封
象
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

　
　
れ
は
全
く
知
解
の
分
齋
に
止
ま
っ
て
了
っ
て
、
眞
の
宗
教
的
信
念
に
は
途
に

　
　
到
慰
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
の
著
者
の
態
度
が
現
は
れ
、
随
っ
て
本
望

　
　
は
「
大
野
起
信
論
」
の
研
究
酌
講
義
と
骨
口
ふ
よ
り
亀
、
寧
ろ
「
大
乗
起
信
」
を
講

　
　
演
せ
ら
れ
た
も
の
だ
と
讐
ふ
方
穏
當
で
あ
る
糠
に
思
は
れ
、
　
佛
…
歌
一
般
高
騰

　
　
の
者
に
と
り
て
便
宜
な
取
運
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
　
　
定
訳
講
本
用
「
雨
課
封
照
大
乗
起
信
論
」
は
本
丈
の
み
の
薪
蕉
雨
課
封
照
で

　
　
あ
っ
て
、
　
「
讃
者
は
之
に
よ
り
て
何
物
に
も
煩
は
さ
れ
ず
貞
由
に
本
丈
の
意

　
　
味
を
思
索
し
理
解
し
」
、
現
代
的
研
究
に
依
り
て
　
「
薪
ら
し
3
1
¢
慧
義
の
上
に
更

　
　
に
よ
り
深
き
心
理
の
顯
撫
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
』
著
者
と
共
に
私
共
は
期
待
す

　
　
る
の
で
あ
る
。

　
　
京
都
法
瀬
高
一
廉
行
、
発
一
聯
一
昌
山
ハ
四
頁
、
常
偬
慣
壷
醐
圓
五
十
鏡
、
　
別
冊
川
七
十
三
頁

　
　
定
斎
五
十
鏡
、
（
本
田
義
英
）

　　

@　

@　

@
民
奎
議
の
警
　
畔
難
戦
強
鐵

　
　
　
本
轡
は
デ
ユ
ー
イ
氏
の
O
㊦
営
O
o
婆
。
同
⇒
ロ
篇
国
畠
b
o
算
に
。
膨
を
解
干
し
た
も
の

　
　
で
あ
る
。
デ
ユ
ー
イ
氏
は
米
國
節
一
流
の
學
者
で
あ
っ
て
殊
に
其
教
育
論
は

　
　
内
外
の
黒
想
界
に
重
き
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
今
囲
興
賜
暇
を
利
用

　
　
し
東
京
帝
國
大
學
の
招
聰
に
同
じ
薮
日
の
中
K
來
朝
の
筈
で
あ
る
。
此
時
に

　
　
當
り
兜
年
キ
ン
グ
氏
の
鮭
愈
毅
育
に
關
ず
る
書
を
日
本
の
學
界
に
紹
介
し
て

67

ｬ
功
せ
る
漸
蓬
思
想
家
田
制
氏
の
筆
に
よ
り
て
デ
↑
イ
氏
の
近
業
「
民
霊

感
虫
義
と
慢
罵
」
が
我
學
界
に
邦
丈
に
よ
η
て
紹
介
さ
る
浅
い
ふ
こ
と
は
頗

　
　
　
　
　
　
　
　
寄
賂
　
雑
．
誌

る
時
宜
に
適
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
本
書
瓢
確
…
設
者
の
序
及
緒
…
言
を
以
て
初
窪
り
島
島
二
十
六
章
が
墾
心
切
明
瞭

に
解
設
さ
れ
て
あ
る
。
蓋
し
デ
ユ
ー
イ
氏
は
其
費
用
主
義
の
思
想
に
墓
き
恐

考
を
以
て
統
一
的
経
駒
の
不
噺
の
改
造
不
漁
の
再
構
戌
の
山
力
便
叉
は
機
關
と

見
倣
し
、
進
化
的
、
経
瞼
的
、
殊
に
趾
會
的
で
あ
る
所
に
其
教
育
思
想
の
特

色
を
獲
揮
し
て
風
…
る
の
で
あ
る
。
其
駈
謂
民
本
主
義
も
解
…
曲
説
者
の
序
丈
に
於

て
設
か
れ
て
あ
る
が
如
く
孤
立
的
潮
入
主
義
の
色
彩
を
有
せ
ず
し
て
祉
曾
的

畏
本
主
義
の
立
揚
に
立
っ
て
居
る
、
　
氏
が
千
八
百
九
十
六
年
よ
り
千
九
百
〇

三
年
迄
シ
ガ
ゴ
の
教
育
大
學
の
附
厨
差
異
に
鞭
て
試
み
た
る
手
工
敏
育
も
ま

さ
に
氏
の
方
便
的
、
蓮
化
的
、
羅
験
的
、
就
會
的
の
實
用
主
義
の
實
験
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
敏
育
魚
苗
霊
的
な
理
想
主
義
的
な
考
方
は
實
用
主
義
の
思

想
や
其
思
想
0
賞
品
に
よ
ゆ
で
俄
か
に
征
服
せ
ら
る
・
べ
き
も
の
で
は
な
い

け
れ
ど
も
殊
に
其
趾
會
的
見
地
の
影
聯
に
就
て
は
侮
る
こ
と
が
繊
來
な
い
も

の
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
氏
が
「
融
愈
と
學
校
」
麹
委
寛
平
譲
に
滞

足
せ
ず
し
て
本
書
に
於
て
更
ら
に
一
癬
徹
底
胸
な
…
暦
組
織
的
な
恐
想
を
獲

表
せ
る
を
喜
び
、
此
を
邦
交
に
て
本
邦
に
紹
介
せ
る
田
制
氏
の
苦
心
と
勢
力

に
対
し
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
東
京
、
瞳
丈
館
、
　
定
偵
二
圏
五

十
饅
（
一
月
廿
七
日
小
西
重
窟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

寄
贈
雑
誌

　
黄
斑
難
事
、
了
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
寵
、
東
洋
暫
學
、
六
合
難
誌
、
東

亜
之
光
、
無
智
燈
、
★
條
學
騨
、
早
稻
田
丈
學
、
學
校
敏
育
、
國
艮
教
青
、

警
防
學
衛
界
、
教
湾
界
、
教
育
研
究
、
中
等
教
育
、
教
育
時
論
、
東
京
教
育
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一


